
阿蘇火山噴出物特に差の化率的研究

理事博士石 橋 雅義

理事士清 田
事
日

1. 緒 4吾
E量

阿蘇火山の噴出物に閲する研究は比較的少なし殊に最近の噴出物に閲する化康的研究

tこ至つては更に少ない欣態である。朝比奈氏及三宅氏等が痘の水溶性成分，吸漁性等に開

する研究を報告し，三宅氏等が湿の一試料の化製組成其他に闘する研究を報告してゐる程

度に過ぎずるもの L如くである。尚古き熔岩或は火山弾等の分析数値若干が地質事蹟物製

等の報文中に掲載されてはゐるが，何れも一部の参考として取り扱はれてゐるに過ぎない。

甫葉氏は阿蘇火山活動の特異性と皿石の報長与に，阿蘇の皿石の腰着部に封する精密なる

賓験結果を報告する傍，昭和 4年第四火口より噴出せる火山弾 1種鐙 2種，昭和5年第四

火口よわ噴出せる鐙 1種，昭和 7年第一火口より噴出せる窪 2種の分析数値其他を掲載し

てゐるが，之も噴出物其物の化事的研究を主目標とせるものではなく主要成分の数種が省

略しである。

著者等は数年前阿蘇火山最近の噴出物，就中特に鐙の化皐的研究tこ着手し今日迄之を櫨

観してゐる。未Tご務Iやくその緒に就いたのみであるが以下之に就て報告せんとする。

(1)鐙:阿蘇火山友のことにして阿蘇地方特有の言葉である。術下記参照。 a)伊木常誠:阿蘇火

山調査報交，震災致防調査舎報告第33披(明治34年)， 13-21; h)小林房太郎:“日本の火11.1"，

東京隆交館(大正9.{p)， 118; c) 南葉宗利:阿蘇火山活動の特異性と IUl石，地球物理，雪~ 3巻

(昭和14年)弟 2!l虎， 100-108. 

(2) 朝比奈貞一，三宅泰雄:火山化事(第一報)火 l.l(茨の水f削生成分，気象集誌，賀't 2~時第 13巻(昭和

10年)答12~虎， 549-554.・

(3) 三宅泰雄:火山茨に闘する一二の淑察，気象集誌，第2斡第16巻(昭和 13年)第3~虎， 89-91. 

( 4.)三宅泰雄，民(J(金剛:阿蘇火山茨の化率的組成について，気象集誌，第 2;偉第16~き〔昭利 13''1主)

第3匙，'1;， 94-96. 

(5) . M. Namba: Charactcristics of the Activity and the peculiar product“片ARA.ISI"of the 

Aso Volcano， Mem. Coll. Sci.， Kyoto Imp. Univ.， A 19 (1936). 1:;1-159. 

(6)前向 (lc)，89ー 111.

( 37 ) 



阿蘇火(I(噴出物特に鐙のイヒ率的研究

先づ最初に縦〉選挙?〉Jd〉，ポ諸説士等の文献の各一部並に著者等が酬に踏査見

聞せる所等に従って阿蘇火山噴出物に関聯する若干の考察を行ひ，ヲたに賓験方法の蹴略及

賓の化事組成に就き研究せる所を報告する。

11.阿蘇火山概観

阿蘇火山はその噴出物を以って九州の大牟を覆ひ，現時に至る迄活動を:'~麟責して今尚盛

に噴煙を拳けつ q!うるとはいへ，その大活動は輩く極めて古き時代の事に属・し，石器時代

以後に於ては活動微弱にして熔岩若しくは泥流を流出する程の大活動をなしたる形跡は認

められてゐない。現今では爆護時に於てさへ火口附近或は火口よわ lkm 内外の地賄に安

全に止まることができる。

現在の阿蘇火山は一大カルデラの周囲に繋然fこる外輪山を繰らし，その中に中~火丘群

を筏へfこ代表的態形の複成火山である。外輪山の高さ11大関 1000m内外iこして 1200m絵

を最高とし，中央火丘J洋は 1592mの高撤を最高とし 1500mの中獄之に吹く二(地球物理，

費~3~聾第3披口総参照)

カルデラは奮阿蘇火山の陥波によって生じたものと推定せられ，其の規模の大なること

世界第一と言はれてゐる。京都帝園大事火山温泉研究所阿蘇祈究巧の調査によれば，其の

周囲大約 80km，‘面積約 370km2 に及び， 叉俄想楕固の南北長経約 25km，東西短経約

19kmと算定されてゐる。このカルデラ内に阿蘇 1郡 3ケ町11ケ村を含み人口 5高ぞ居住

せしめてゐる。

カルデラ陥淡以前tこ於ける奮阿蘇火山の活動は極めて猛烈にして其の噴出熔岩は遠く四

(7) T. Nomitsu and M. Namba: On白eDistribution of Bombs from a Volcanic Vcnt， Mem. 

C01l. Sci.， Kyoto Imp. Univ.， A 15 (Hl32)， 215-~33. 

(8)野i前隆治:阿蘇の中央火丘群及び温泉の分布と現火山活動勢力源の潜在位置に就て，地球物理，

第3巻(昭和14年)第1披， 8-11. 

(9)野i満隆治，南葉宗利:阿蘇第四火口噴出火山矧の分布に就て，地球物理，君主3巻(昭和14年)第2

放， 112-128. 

(10)前出 (5). (11)前向(lc)・

(12)志回順:阿蘇山活動の過去現在主爆資重量生日の問題，地球物理，第3傘(昭和14年)第111虎， 1-7 

(13) 本間不二男，週三τ~~専:阿蘇中央火丘君草地質構造梅干担，火 (1(，第 4巻(昭和13年)第 1披， 45-

76. • 

.. (14)本間不二男，迎三千害事:阿蘇中央火丘群地質構造搬報，地球物理，第 3谷(昭和14年)策 3鋭，

255-280. 

(15)京都帝園大皐火山温泉研究所阿蘇研究所後行パシ 7νYト“所謂大阿蘇前火口の演さ" (昭和

14年). 

( 3内)



阿蘇火山I噴出物特に賓の化事的研究

方に流れて九州の大卒を覆ひ，東は延岡園東牛島，西は天草，南は人吉，北は耶馬渓直方

附近， f!Dち中獄を中心とする牛経lOOkm内外の地鮪に及び，それ以前九州、|を南北隔地方

に分離してゐ7こ阿蘇水道ぞ埋め議して現在の如き地勢を遁りしものと認められてゐる。

中央火丘群は12箇の主火丘と更に多数の寄生小火丘とよち成る。この中央火丘群の中に

昔から阿蘇の五岳と呼ばれて有名な山が五つある。カルデラ内にあってこの地方古来の主

要都市なる宮地町附近から眺められる 5箇の中央火丘で東から拳けると猫獄，高獄，槍尾

癒，烏帽子撤，杵島獄がそれである。この中橋尾獄は奮時一名中識とも呼び，陸地測量部

五寓分の一地固にある現在活動中の中獄をも包含した名稀であった。

中央火E群の活動年代には甚しき新習の直別がある。或者は極めて古くその噴l刊熔岩が

既に著しく解析を受けたものも少なくない。而して現在の活火口f子よL外のものは何れも石

砕時代以前に活動を停止したものと認められてゐる。

現在の活火口li:は陸地測量部地固に中織と記入されてゐる地黙の僅か聞方にあち，一つ

の小複成火山を戒してゐる。その奮火口は中識火丘建設の後その中腹に起った大爆強によ

って形成された爆烈火口にして，大約 2kmX1km位の略k楕園扶をなし奮火口原は子高部

に砂千里ケ潰と稿する砂地として護達してゐる。この奮火口の中に現活火口群が略々北々

西一一南k 東の線に並んでゐて，その中の特に顕著なものに北から順次に第一火口，第二

火口，第三火口，第四火口の名稀が興へられてゐる。但し第四火口の周園には第五火口以

下二三個の小火口が附属してゐる。曾ては現在の第一第二を合はせた大位置を第一火口，

第三第四第五の位置を夫k 第二第三第四火口と呼び，叉現在の第一第二を合はせた位置を

北の御池，第三を中の御池，第四以下を綿構して南の御池と呼んだこともあるらしし‘。

これ等の現活火口は全韓として一個の不規則な繭形の噴火口丘を形成し，その全惜の大き

さは南北 1km徐東西幅贋き所で大約 450mである。明治39年第四火口の南方砂千里ケ演

中に爆穫が起の之を新火口と呼ぶ。但し今日では埋浸して殆んど痕跡を止めなし、。この活

火口丘は現活火口の活動によって上記の爆烈火口内に新に建設されたものであって，今倫

幼年期にあるものと認められ現にその建設的噴火を椴航してゐる。

111. 現活火口群の活動献況瞥見並に其の噴出物概観

(17) 前出 (lil)• 13-23頁及第 6版第 2闘.

( 39 ) 



阿蘇火山!質尚物特に鐙の化撃的研究

現活火口丘は阿蘇火山中唯一の活火山にして有史以来幾多の活動記録を残してゐる。延

暦15年 7月のものが活動扶玩に闘する最古の記録らししそれ以来幾多の活動記録が残さ

れてゐるが熔岩若しくは泥流を流出した例は一回もない。

活動の中心は古来屡k上記現活火口群の間巻移動し，最近に於ては，明治時代には主と

して第一火口が活動し，大正12年より昭和 5年末迄は第四火口が活動の中心となり，昭和

7年 9月4日再び第一火口に移動して昭和17年 4月 1日現在に至ってゐる。

噴火の模様は時により強弱の程度に差はあるが性質は大同小異にして，常に現活火口tこ

於て爆護を起し，熱湯を噴出し集輯と火山友とを主とする多量の噴煙を出し，最盛時には

未花凝聞せざる熔岩片を火山弾として描出する。噴煙は高く天空に噴き上けられて遠方に

遣い火口の西方約 7.5km の匝離にある研究所附近tこ多量の降友を見ることあるは勿論

にして更に透かに遠距離iこ達するのが普通でるる。この噴聞が地面~遺ふやうに通過しすこ

跡は数百米の得j伏に草木~枯らすやうな現象も珍らしくない。植林被害の例多く農作物ち

亦これが矯め牧穫皆無になること等が屡々あるとのことでるる。

この爆護活動は大開 1週間内外にして一段落を告け，その後は策憾のl貰出ぞ主とする活

動となる。その策憶は著者が昭和11年 6月11日，昭和14年 5月24日，昭和15年 8月19日及

昭和16年10月19日現地で目撃調査せし所によれば，亜硫酸瓦斯の臭祭極めて強く火口壁上

で直接に之を受けるときは咽喉痛みて堪え難き程であった。気躍中の7.1<蒸策の量は更に極

めて多く，凝結して小雨の如く落ち来るのを認めた場合が多い。但し昭和16年10月19日tこ

は活動比較的弱く，水蒸気の量は小雨の如く落ち来る程ではなかったが，気惜の性質に相

違があるやうには認められなかった。火口活動中はこの秋態で消長を続け時々前記の爆護 4

を起す。

而して其の活動衰滅すれば火口は閉塞され，時には池献をなし，内野:各所よわ強~硫化

水素臭を有する気闘を噴出するのみとなる。この噴気孔は吾 4の容易に到達し得る火口壁

上縁の各所にも賄在し，其のりL寄託と熱気とを直接に感ホ・ることができた。硫化水素を含有

主成分とする水蒸気なるべしと認められた。昭和16年10月19日，第二火口底と第三火口底

との境界線東端附近及其の上方の内壁各所に在る噴気孔よめ噴附する策問は相官強き硫化

水素臭を有する水蒸祭にして，境界線西端にある熔岩の裂孔よわ噴出する策関は亜硫酸瓦

(18) a)前向 (la)，18; b)前出 (12)，8; c)前向(lc)，107.

( 40 ) 



阿蘇火山噴物出特に鐙の化挙的研究

斯の臭気は勿論認められ歩硫化水素の臭気も其他の臭策も認められ示、有臭含有成分無きか

叉は極めて少なき水蒸気なるべしと感じられた。尚ほ火口内壁各所に硫黄其の他の物質を

生成し;其の採取の行はれたこともある。昭和11年 6月11日著者も硫黄の採取を目撃した。

火山弾は業の敷比較的少なく落下範園も狭い。火口より 1200m の距離に達した記鎌な

し最近では 600m以上に謹したことはない。さえに其め分析数値の見営りたるもの及熔岩

の分析数値数種を掲ける。(第1-2表)

第 1 表

(19) (20) 〈盟〉

2 8 

Si02 53.52 52.66 53.12 

Ti02 0.85 0.95 1.02 

AI20. 18.67 18.31 17.73 

Fe20， 2.69 3.24 2.36 

FeO 5.93 5.89 6.31 

MnO 0.14 0.13 0.17 

MgO 3.80 4.40 4.10 

CaO 9.27 8.67 8.66 

:Nu20 
' 

2.90 3.73 3.98 

Kp 1.86 1.89 1.88 

P20 • 0.27 0.28 0.30 

HP+ 0.21 0.26 0.36 

HPー 0.08 0.29 0.16 

、
ぷFh‘ 計 100.19 100.70 100.151 

1昭和 4年劫卸， 2昭和 8年地問物. 3昭和 8年描出宇凝闘熔岩片

IV. 震の化事組成

彊には色調外観上多くの種類がある。其の化率組成に差遣の存することも亦充分推定さ

(19) a) H. Tsuya: On the reccnt cjectu of Volcano Aso，地質主要雑誌， 第36巻(昭和4年)第432

強，英文の部20; b) 田中館秀三，阿蘇火山最近の活動，岩石破物皐. 1fSl巻(昭和145ド)第 5

銃.221. 

(20) 河野義雄:昭和七・八年阿蘇火山活動の概況，岩石E毒物皐，第12谷(昭和9年)第1競. 21. 

(21) 前出 (13). 71. 

( 41 ) 

ノ



阿蘇火tJt噴出物特に鐙の化準的研究

. 
第 2 表

(22) (23) (23) (23) (23) 

2 8 4 5 

Si0. • 52.32 72.50 66.86 51.69 51.88 

Ti02 0.82 0.40 0.80 1.20 1.18 

AJ20. 18.63 13.91 16.16 16.35 17.15 

Fe20. 4.15 0.40 1.20 4.02 4.50 

FeO 4.33 1.38 2.76 6.37 6.59 

MnO 0.18 0.06 0.05 0.12 0.10 

MgO 0.02 0.90 4.24 4.16 

CaO 8.58 1.34 2.93 10.13 8.94 

Na20 3.53 4.17 4.10 2.86 、2.72 

Eζ20 0.81 5.01 2.97 1.30 1.52 

P20 • 0.22 0.13 0.26 0.28 0.30 

H.O+ 1.11 0.60 0.62 0.82 0.57 

H20ー 0.51 0.16 0.10 -0.26 0.16 

合 計 99.86 100.08 99.71 99.64 99.76 

1根子長頂上東部熔岩， 2栃木下部熔岩(長陽村*溜南西)， 3千里ケ潰j溶岩(長陽村千里ケ

讃火丘四腹)， 4、高母頂上熔岩〈色見村高岳火口南西壁)， 5杵島岳熔岩(黒川村杵島岳西麓)

れる。南葉氏は鐙の成分中 6種類に就ての分析結果を掲v]:-，SiOdA1203 の比が鐙の噴出

時期に従って蟹化することを指摘してゐる。之は賓相互間の組成の差遣延いては噴火の進

行と鐙の組成の費化との闘係に着眼し，其の一部に言及せる最初のものと恩はれる。叉嚢
J 

に朝比奈氏等は昭和 9年12月16日及同月20に噴出せる鐙 2種顕に就き，第 3表の如き水溶

性成分の定性分析結-果と共に吸滋性其他に就て報告♂〉三宅氏は昭和畔 8月6日に噴出

せる賓の水溶性成分を 100'c以上に乾燥せるものミ定量分析結果〔第 4表)並に鑓の吸操

性其他に就て報告し三宅氏等は同.じく戸和10年 8月6日に噴出せる震を粒の大小に従っ

て分別し水洗乾燥せるものに就き第5表の如き定畳分析結果其他を報告してゐ21鐙の化

(22) 前向 (13)，76. 

(23) 前向 (13)，71. 

(24) 前出 (2). 

(25) 前出 (3).

(26) 前向 (4).

、

( 42 ) 、



阿蘇火山噴出物特に重量の化拳的研究

第 3 表

陽 イ コt ./ 陰 イ j; 

Al+++ ++ SO.一一

Fe++ + SO. ー

Mn++ + ‘ s一一

Ca++ + SiO. ー

Ba++ PO.一一一

Mg++ + B02
一一一

Na+ + CO.--

K+ + Cl-

NH.+ + 

++相賞多~(， +明らかに存在す， 一検出し得ず

第 4 表

Al 5.9 

Ca 9.8 

Mg 6.6 

Mn 0.3 

SO. 61.4 

Cl 15.3 

H20その他 0.7 

計 100.0 

皐組成に関聯を有する研究の水

準は犬腿此の程度なるものミ如

量

く，他の詳細なる報文は見首ら，

ないn

著者等は先づ 1)各種の鐙は

果して其の化事組成に差建を有

第 5 表

2 
大粒 中粒

Si02 53.02 49.98 

Ti02 0.72 0.28 

A120. 23.10 21.56 

Fe20. 4.44 6.85 

FeO 3.78 5.52 

MnO 0.08 0.01 

MgO 4.86 5.04 

CaO 8.08 6.83 

Nu20 0.32 0.31 

K20 0.05 0.08 

P20. 0.13 0.21 

H.oC+) etc 1.57 3.33 

合 計 100.15 100.00 

大粒が火山茨の主要部分である。

ー;.-

++ 

++ 

8 
小粒

51.06 

...... 

19.07 

....... 

7.63 

13.05 

...... 

...... 

-ーー・・・

...... 

100.12 

するか の其の差遣は如何なる程度であるか 3)色の異なる原因は多分主として鎮の化合

成態の差にあるものと直観されるが其の成分の種類に差遣はないか 4)色の相違と化撃組

( 43 ) 



阿蘇火山噴出物特に績の化拳的研究

成の聞に如何なる関係があるか等を目標とし，下記の通り色調を異tこして代表的と認めら

れれの 3種類を取り，差し嘗め主要成分の定性及定量分析を精密に行ってそれ等の組成

を決定し且つ其の結果に就て考察した。試料は何れも京都帝園大串火山温泉研究所阿蘇研

究所から提供されたものである。

昭和 12年 10月 9 臼採集(採集者 南葉助教授)

昭和 12年 10月19日採集(同 同 ) 

A

B

C

 

料試

昭和 12年 11月 18日採集(同 同

試料Aは帯赤黒褐色にして RedYona に麗し，試料Bは僅かに緒色ぞ帯びたる友色に

して GreenYonaに麗し，試料Cは友黒色にして GrayYona に属する。何れも第一火

口の噴出物にして，火口縁に準備せるコ ンクリ{ト板上に紙を置き其の上の降友巻採集し

木綿布の袋に入れて保存-されたものである。

賓験方法並に責験結果の一部

(1)少量の試料を試験管に取り穏かに加熱せしに各試料共微かに亜硫椴瓦斯の如き臭気

を護し叉試験管の冷所に多量の水滴ぞ附着した。

(2)試料約 19に水約 10m)，を加へて浸出せる溶液は何れも 5.6の pH債を示した。

(3)少量の試料を試験管に取り堕酸を加へしに何れの場合にも認むべ、会費化なく叉無泡

の護生を見なかった。但し鉛糖紙を僅かに黒愛せしめるのを認めた。以上 1，2，3の賓験に

は木綿袋中に保存された試料そその偉使用した。風乾*態にihるものと認められたが殊更

乾燥を施してゐない。

(4)普通の金属元素及酸線に3討する漁式定性分析を行ひ叉チタンに到する過酸化水素の

呈色反感を検したるに 3試料共に珪椴，織，チタン，燐醍，アルミニウム，マンガン，カ

ルシウム，マグネシウムカリウム，ナトリウム， ~権限根，硫隈根の存在が検/+\された。

叉ネスラー氏法によってアンモ土ウム簡に就て分析を行ひ， 3試料共その有・在することを

確めた。但し含有量は o.∞4%以下の微fkであった。 主要成分として考慮し得ぎる程度で

ある。

(5)火山次の研究上都合よき分析方法ぞ編成しそれによって定貴分析を行った。次に其

の方法の鵬を記す。方法に閲する分析化事的詳細は日本イヒお誌上の報主主其の参考文

(27) 構図務:阿蘇火山噴出物の化事的研究(第一報)，日本化率合総，第62巻(1941)第12肱 1223・

( 44 ) 
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献を参照されたい。

1) 試料は室内に放置して乾燥せしめたる後共栓曜に貯へて賢験に供した。而して珪

酸，鍛，チタン，燐酸，アルミ=ウム，マンガン，カルシウム，マグネシウムは一括して

系統的に分離定量L"カリウム及ナトリウム，開酸根及硫負=純量，硫酸根，乾燥減量及灼

熱量lま夫k潤立に定量した。

， 2) 珪般，鎖，チタン，燐酸，アル ミニウム，マンガン，カル シウム，マグネ シウムの

定量 アルカリ熔融より出張しτ得7こ試料j従液巻用ひ，珪椴は 5iO~ として秤罰:し弗化水

素鹿理の減量密以って其の量となし，鎖はアンモエア性酒石椴溶液より Fe5として分離せ

る後 Fe(OH)3 として沈澱せしめ Fe~03 として秤量し，チタ ンは酒石酸を含める硫酸k

性溶液よわクベロンを以ってく=>-Nく於}Ti)として沈澱せしめ TiO~ として秤量し，
燐酸は鍛及チタンを沈澱分離せる溶液より有機物を除去せる後 ammoniumpho::;phomoly-

bdateとして沈澱せしめ 'Magnesiamixtureを以って Mg(NH4)P04の沈蹴となし Mg2

P207として秤量し，アルミエウムは AI(OHλ として沈毅せしめ AI203として秤量した。

マンガン，カルシウム，マダネシウムは夫k H2MnOa， CaC204， Mg(NH4) P04・6H~0

として沈澱せしめ Mn:)04，CaO， Mg2P207 として秤量した。

3) カリウム及ナトリウム 弗化水素及硫酸ぞ用ひて試料を分解し更に妨害物質を除去

せる溶液を使用し，カリウムは 50diumcobaltinitriteを用ひて詑灘せしめ K2NaCo(N02)6 

としτ秤量しナトリウムは Magnesiumぼ anylacetateを用ひて沈澱せしめ Na(C2H.! 

O2) ・Mg(C2H302)2・3U02(C2H30Z) ・6~H20 として秤量じた。

4) 盟般根及硫黄綿量試料にアルカリ熔融を施こし必要なる虚理を行った後，夫々

AgCl及 Ba504として秤量し Cl及 503として表示した。

5) 硫酸根試料 19に就き大約250mlの水を使用して煮沸浸出せる溶液を用ひ， BaS、04

として秤量し 503 として表示した。

6) 乾燥減量及灼熱減量電熱霊祭乾燥器を使用し大約3時間牛 103-110
0

Iこ保持して

乾燥減量を測定し，更に25分間灼熱して灼熱減量を測定した。乾燥減量は俄に水分のみと

認め H20ーとして表示した。

7) 不溶性硫黄及灼熱減水分 硫黄綿量ょの硫酸根の量を差引し換算せるものを般に不

静性化合硫黄及遊離硫黄の量と認め Sとしてて表示した。叉灼熱減量よりこの不溶性硫黄

( 45 ) 
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量の 1/2を控除せるものを慨に灼熱によって除去される水分と認め之を H20十として表

示した。

灼熱減量を其の偉灼熱によって除去される水分の量を認め，之を H20十として表示す

ることは普通に行はれる所であるが，この方法の不合理なる場合は少なくなh、。阿蘇火山

友の場合に於ても灼熱中に於ける遊離硫黄の燃焼，硫化物の酸化，織の般化程度の捷化，

或種の硫般車の分解等による重量費化も僅かながら有るものと考へねばならぬ。厳密に言

へば灼熱によって除去されし7ゆを捕捉崩して H20十の量となかきは勿論であるが，

本報の場合には特別の考慮ぞ挽は歩、とも結果に著しき影響なきものミ如くであるO 但し著

者等はこの置験値整理に閲して便宜上上記の如き方法を取った。

定量分析結果並に其の考察

(1)定量分析結果を第6表に示す。この表の合計は 100%になるべきものとは限らない。

賓験上の誤差以外に賓験値整理に闘する一部の仮定よめ生歩ゐ誤差，試料中に於ける化合

欣態とこの表に示せる形態との相違よち生歩る差違等もあるものと考へられる。

第 6 表

A B C 
(%) (%) (~の

Fe20. 10.26 9.48 9.51 

Ti02 1.34 1.36 1.50 

、 AI20. 17.87 17.85 18.71 
、、

MnO 0.21 0.24 0.22 

CaO 8.78 8.72 8.99 

MgO 3.61 4.14 4.48 

K.o 、.1.04 1.19 1.15 

Na20 1.14 1.14 1.16 

Si02 50.78 50.91 52.24 ~ 

P20 • 0.41 0.40 0.43 

Cl 0.37 0.49 0.23 

SO. 1.01 0.62 0.38 

S 0.18 0.12 0.10 

H20+ 0.99 0.65 0.27 

H20ー 2.75 2.74 1.20 
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合 計 100.74 100.05 100.57 

硫黄総量
1.46 0.92 0.62 (SO.として)

灼熱減量 1.08 0.71 0.32 

(2)第6表にも明らかなる如く 3種の試料はその組成に甚しき相違を有せぎることが認

められる。但し Si02 は{草かながらA，B，C，の順に増加し SO"，S，H20ト， H20-，硫黄縄量，

灼熱減量は僅かながら A，B，Cの順に減少町してゐるO この差遣は顕著ではないが偶然ならさ♂

るやうに考へられる。或は噴火の進行中に於ける噴出時期の前後するよと ι何等かの闘係

を有するものではなからうか。

(3)第6表を基礎としてそれより乾燥減量を省きたる他の成分相互の重量百分比を算出

すれば第7表上宇の如くなる。無水珪酸の量は何れも 52%内外である@岩石化製的見地よ

りこの無水珪酸の量を標準として蜜ぞ見れば司，大略中性と麗基性との中間附近に位する。

(4)第6表を基礎として従来より行はれた如<Si02: Al203の比を計算すれば，第7表

Fe.O. 

TiO. 

Al.03 

MnO 

'CaO 

MgO 

K.o 
Na.O 

Si02 

p.O. 

Cl 

SO. 

S 

H.o+ 

第

A 
(%) 

10.47 

1.37 

18.24 

0.2J 

8.96 

3.68 

1.06 

1.16 

51.83 

0.42 

0.38 

1.03 

0.18 

1.01 

7 
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表

B 
(~の

9.74 

1.40 

18.34 

0.25 

8.96 

4.26 

1.22 

1.17 

52.32 

0.41 

0.50 

0.64 

0.12 

0.67 

C 
(%) 

9.57 

1.51 

18.83 

0.22 

9.05 

4.51 

1.16 

1.17 

52.57 

0.43 

0.23 

0.38 

0.10 

0.27 
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メF3h 計 t 100.00 100.00 100.00 

(重量比) (重量比) (重量比)

Si02/AI20. 2.84 2.85 2.79 

Si02/金属綿酸化 I
物の計

¥ 1.15 1.15 1.14 

下段に示す通り路々一致せる値を示す。叉この比を他の場合に比較すれば，以前噴出せる

鐙の場合より遥かに小さく，lIIL石の腰着部を 5N苛性曹達を以って慮理せる残査及棲島火
〈空港〉

山友の場合より多少小さい(第8表参照)。第8表の分析方法は著者等の方法と異なるべ

く，厳密なる意味の比較は困難であるが概略の欣況を祭するために比較することは可能で

あらう。

(5)第 6表を基礎として試みに Si02:金属酸化物綿計の比を計算比較せしに，第7表下

第

2 8 

阿 蘇火 阿蘇火 阿蘇火
試料の 山 友 山 友 山 1東

種類等
第四火口 第四火口 第四火口

噴出年 昭和4年 昭和4年 昭和5年

月 日 8月27-28 11月5-8 9月4-8

Si02 52.28 57.53 51.21 

AI20. 8.23 12.44 8.48 

Fe20. 9.47 8.74 6.88 

CaO 6.30 5.56 5.24 

MgO 0.66 0.65 ¥ 1.19 

SO. 0.33 3.22 0.74 

Si02/_AI20.1 6.9 4.6 6.0 

(28) 前回 (lc)，99-100;前出 (5)，146-147. 

(29) 地質事雑誌，第生1巻(昭和8年)， 540. 

8 表

4 

阿蘇火
山 主え

第一火口

昭和 7年

9月 7 日

51.77 

5.92 

11.45 

5.53 

1.69 

0.95 

8.8 
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5 6 7 

阿蘇火
阿蘇皿 槙島茨火

山 友 Il( 

石のE参議 九大工拳 l

第一火口 部の残益
合分析C釦〉

昭和 7年 (換算値)

12月 10日
昭 和 3年

54.34 48.14 60.38 

6.81 15.88 18.10 

11.13 20.90 8.49 

6.02 8.06 6.01 

1.54 3.68 

2.40 0.19 

8.0 3.2 3.3 
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段に示す通り略k 一致することを認めた。

(6) 3種の試料の分析結果に甚しき差遣なき賭よわ見れば，;;の色調相違の主原因は主

生成分の種類の相違によるものならざるのみならす~其の含有量の差遣によるものとも認

められないQ 多分其れ等(主として鍛)の化合J伏態の相違によるものと考へられる。之に開

聯して第一織化合物，第二銭化合物，磁性酸化織の存在することは容易に認められる。

組 括

昭和12年第一火臼より噴出せる鐙の中試料に取りたる 3種類に就ては

(1)其の浸出液は何れも弱酸性を示した。

(2)其の主要成分は珪階，餓，チタン，燐酸，アルミュウム，マンガン，カルシウム，

マグネシウム，カリウム，ナトリウム，狸酸根，硫酸根，化合水分なることを認めた。向

不溶性化合硫黄及遊離硫黄の存在することも確賓であるがその量は極めて少量であった。

(3)各主要成分の含有量には著しき差遣が認められなかった。但し数種の成分に於ては

僅少ながら偶然ならぎるべしと考へられる差遣のあることが認められた。

(4)色調の相遣は主要成分の種類及含有量の相違に原因するものとは認められなかった。

本研究の試料を提供して賓地踏査其他に各種の便宜並に助言をなし下された野満隆・冶教

授及南葉宗利助教授に厚く感謝する共第である。
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